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京大広報 1981. 7. 1 
く紹介＞
化学研究所・新無機合成開発施設
本施設は磁性体等の無機物質の合成反応に関す
る基礎研究及び新材料の開発を行なうことを主な
目的として，昭和50年4月，化学研究所に設置さ
れた。本施設は教授，助教授，助手各1名からな
り，当初は化学研究所5階の一部で研究を行なっ
てきたが，昭和53年度に研究室及び実験室が新設
され（延240rf)' 54年度に移転した。研究設備
として，高真空蒸着装置，赤外線集中加熱炉をは
じめ無機合成関連設備，走査型電子顕微鏡，メス
パウアー効果分析装置等材料解析装置が設置され
るなど研究態勢が整い，念、ピッチで研究が進んで
いる。
無機材料関連物質の合成反応の基礎研究を行な
い，その結果いくつかの新合成法を見出した。と
ころがその成果は，思いがけない応用へと展開し
てきている。
ビデオ用磁気テープの磁性粉末の配列状態 （×2,000) 
例えば，水溶液からの沈澱反応、の研究成果か
ら，世界で最も優れたピデオおよびオーディオテ
ープ用磁性粉が生まれた。写真に示すように，高
性能テープでは長さが約0.4ミグロンの針状磁性
粒子が一様に同じ方向に向いたものであるが，こ
のように配向性のよい磁性微粒子は基礎的な合成
反応の研究の成果によりつくられたものである。
同じく沈澱反応の研究から磁性複合酸化物（フ
ェライト）の合成に成功し，その成
果は，左図に示すように多くの応用
へと発展してきた。 この中で環境問
題に対して寄与した例と して，黒色
酸化鉄顔料（高級品としては 1万円
札の黒色），赤色酸化鉄顔料の無公
害製造法および廃液中の金属除去技
術への応用が挙げられる。後者は一
般にミフェライト法三と呼ばれ，そ
の特徴はフェライトとして多種類の
重金属の同時除去，フェライトの磁
気分離，フェライトの再利用が可能
なことであり，このため多くの大
学，研究所等に採用されている。本
学においても環境保全センターにフ
ェライト法の大型設備が設置され，
順調に稼動している。
さらに身近な応用例は， 化粧品な
どに白色顔料として使用されている
敵化チタンの合成研究から，皮肉に
も高級黒色顔料が生まれたことであ
る。人体に無害であること，色むら
のないことで高級化粧品として使用
されている。湿式法スピネルフェライト粉末の応用
?
，
?
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すと，各年齢層とも半数以上は陰性になります。
尿の蛋白反応はそれほどに不安定で気まぐれなも
のです。 2回目の検尿でも陽性を示した者につい
て精密検査を行なうのが一般的な手1闘です。それ
は持続性に蛋白尿を認める場合に腎臓病である確
率が高いためで‘す。
さて，学生の 5～8%に認められる蛋白尿の中
で，明らかな腎 ・尿路疾患あるいはその疑いの者
はおよそ1/10にすぎません。そして，腎炎または
その疑いの者は全学生の0.3～0.4%です。腎炎の
ほかには腎 ・尿路の結石，腎結核，うっ血腎，腎
出血，尿路炎症，血色素尿，チスチン尿，尿路奇
型など，さまざまな病気が発見され，早期に適切
な治療を行なうことができます。教職員の場合に
はこれらの疾患のほかに悪性腫癖，前立腺疾患，
腎硬化症，心臓・血管病なども時に発見されるこ
とがあります。
持続性蛋白尿と学生の就職
現在，日本のほとんどの企業では，採用時の健
白馬山の家の夏季開設
本学の学生及び教職員の厚生施設として，例
年夏季及び冬季に開設されている白馬山の家
を，今夏も下記により開設します。
この山の家は，中部山岳国立公園白馬山麓の
栂池高原にあり，雄大な北アルプスの峰々に固
まれ，登山及び避暑ーなどに最適です。
なお，建物は，山小屋風の木造地上2階地下
1階建で，間取りは， l階が食堂兼談話室， 2
階が寝室（ベッドで42名収容），地階が浴室，
乾燥室等になっています。
: 1.名称
2.所在地
記
は〈ば
京都大学白馬山の家
あずみ おたり ちぐに
長野県北安曇郡小谷村大字千国
字柳久保乙869の2
（交通機関）
国鉄大糸線「白馬大池駅」下車，松本電鉄
おや はら
パス「親の原」下車，徒歩約20分
3.開設期間 7月10日（金）から 8月20日
（木）まで
康診断の一項目として尿検査が行なわれていま
す。このとき偶々蛋白尿が発見されますと，採用
の可否をめぐってしばしば問題が生じます。
無自覚性に蛋白尿が発見され，何らかの病気が
疑われる場合には，臨床的な経過観祭と平行し
て，必要な種々の精密検査を行なって原因を採る
ことになりますが，正確な診断までにはかなりの
回数を必要とする場合が多いものて‘す。就職健康
診断を受けてから採用決定までには時間的余裕が
十分でないために，正確な診断ができにくいこと
も，採用可否問題をこじらせる一つの原因である
ようで、す。従って，在学中に蛋白尿の指摘をうけ
たことのある学生は，十分な臨床観察と必要な検
査を受けて，その病態を把握しておくことが必要
でしょう。
蛋白尿の指摘を必要以上に心配したり，反対に
無視したりすることなく，適切な事後指導を受け
たいものです。
（保健管理センター 北村李朝）
4.所要経費 1人1泊使用料80円，ほかに i
食費等実費程度
5.申し込み及び利用に関する詳細は，体育会
事務室（西部構内総合体育館内，電話学内
2574）あてにしてくださし、。
体育館附属プールの夏季利用
本学教職員及び学生は，体育館附属プールを
下記により利用できます。詳細については，学
生部厚生課厚生掛（西部構内体育館内，電話学
内2590）に照会してくださし、。
記
期間 7月20日（月）から 8月31日（月）まで
ただし，土曜日と日曜日は使用できません。
時間正午から午後2時まで
（注意）
1 .都合により使用を休止する日もありま
す。
2.利用に際しては，必ず職員証または学生
証を呈示してくださし、。
（学生部）
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